
 

 

 

 

 

 

「『Afterコロナ』の時代を生きる」 

保護者や地域の皆さまのおかげで、本日、令和

６年度の１学期を終えることができました。 小江原

小職員一同、心から感謝いたしております。 明日

から、週休日等を含め４４日間の夏休みに入ります。 

社会の有り様が変化し、行動制限等のない夏

休みを迎えます。 私たちは、コロナ禍を通じて多く

のことを学びました。 この経験と知恵を生かし、

「After コロナ」の時代にふさわしい生き方を模索

し続けましょう。 

そして、小江原っ子が「持続可能な社会の創り

手」として育つよう、夏休み期間を含め、これからも

皆さまのお力添えをお願いいたします。 

 

「夏休みを過ごす力」 

子ども達には、４４日間という長期の休みを有意

義に過ごしてほしいと願い、各学級で具体的に事

前指導を行っています。 

さらに、本日の終業式における校長講話では、

「夏休みを過ごす力」について話しました。 

 

①時間を大切に使う力 

 ・４４日間は、１日１日の積み重ね。 

１日は１時間１時間の積み重ね。 

②自分の健康や命を守る力 

 ・「『いのち』は『ほうせき』」 

  怪我なく・事故なく・事件なく過ごす。 

③家族や地域の人に感謝される力 

 ・家族の役に立つことをする。地域の人にあ

いさつや行動で、元気を与える。家族や地

域の人に感謝される小江原っ子。 

 

職員一同、子ども達にとって充実した日々と
なることを願っています。  
保護者や地域の皆さまも、充実した夏をお
過ごしくださいますことを、 
心からお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

「Thankfulness.マイケル先生！」 

外国語指導助手（ＡＬＴ）のマイケル先生が退職

され、カナダに帰国されることとなりました。 ５年間

勤務していただき、全学年の小江原っ子に英語の

楽しさや学ぶ喜びを感じ取らせてくださいました。 

合言葉は「Let’s study English!」！ 

マイケル先生、本当にありがとうございました。 

カナダでのご活躍を、みんなが応援しています！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

「県民祈りの日」 

夏休み期間中の登校日を８月９日（金）に実
施します。 
長崎県では、毎年８月９日を「県民祈りの日」と

して定め、原爆犠牲者のご冥福をお祈りするとと
もに、恒久平和への誓いを新たにする日としてい
ます。 
本校でも平和集会を行い、平和について考え、

想像し、未来へとつなげるために登校日としました。 
５年生による平和について学んだことの発表や

各学年の「スローガン（平和の誓い）」宣言などを
予定しています。 
皆さまには、この趣旨や目的をご理解いただき、

ご協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。 
 

「学校閉庁期間についてのお知らせ」 

８月１０日（土）から８月１５日（木）までの期間

を「学校閉庁期間」とし、職員が不在となります。 

そこで、緊急に連絡が必要な場合には、 

koebaru1970@gmail.com 

あてにご連絡ください。 内容を確認させていただ

き、状況に応じて適切に対応いたします。 

 
夏休み期間中、子どもは家庭や地域で生活します。
各家庭や地域の皆さまにおかれましては、子どもや
地域の実態に応じて、子ども達をご指導並びにご支
援いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

https://www.nagasaki-city.ed.jp/koebaru-e/ 
小江原小学校だより 
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